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参
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

復
興
庁
設
置
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
復
興
庁
が
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
よ
う
権
限
強
化
を
図
る
修
正
が
行
わ
れ
た
趣
旨
に
鑑
み
、

、

、

、

、

、

復
興
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
復
興
庁
が

予
算
の
要
求

計
上

配
分
な
ど
を
一
元
的
に
行
う
と
と
も
に

事
業
の
統
括
、
監
理
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

二
、
復
興
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
復
興
庁
が
一
括
し
て
要
求
す
る
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

関
係
地
方
公
共
団
体
の
要
望
に
的
確
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
被
災
地
や
被
災
者
に
直
接
役
立
つ
事
業
を
幅
広
く
対
象
と
す
る

こ
と
。

三
、
復
興
庁
の
本
庁
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
復
興
庁
に
は
、
関
係
行
政
機
関
と
の
調
整
、
立
法
府
へ
の
対
応
な
ど
も
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
、
被
災
自
治
体
か
ら
被
災
地
に
設
置
す
る
よ
う
強
い
要
望
が
あ
る
と
と
も
に
、
復
興
庁
に
被
災
地

に
お
い
て
被
災
自
治
体
や
被
災
者
と
身
近
に
向
き
合
う
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
復
興
の
主
体
で
あ
る
市
町
村
が
復
興
事
業
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
復
興
局
に
相
応
の
権
限
を

付
与
す
る
と
と
も
に
、
被
災
市
町
村
か
ら
の
要
望
を
一
元
的
に
受
理
さ
せ
、
責
任
を
持
っ
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
さ
せ
る

こ
と
。



五
、
復
興
局
は
、
市
町
村
の
意
向
を
踏
ま
え
、
各
府
省
が
持
つ
人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
総
合
的
に
活
用
し
、
県
と
も
密
接
に
連
携

し
て
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
復
興
の
主
体
で
あ
る
市
町
村
を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
。

六
、
沿
岸
部
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
市
町
村
が
所
在
し
、
復
興
局
か
ら
距
離
が
遠
い
な
ど
の
事
情
を
有
す
る
地
域
に
つ
い
て

は
、
支
所
を
設
置
し
、
支
所
に
お
い
て
は
、
現
地
の
相
談
や
要
望
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。

七
、
復
興
大
臣
の
勧
告
権
に
つ
い
て
各
府
省
の
尊
重
義
務
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
復
興
大
臣
は
、
勧
告
権
を
背
景
と

し
た
強
力
な
総
合
調
整
を
行
い
、
縦
割
り
の
弊
害
を
打
破
し
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
復
興
を
推
進
す
る
こ
と
。

、

、

、

、

八

岩
手
県

宮
城
県
及
び
福
島
県
以
外
の
被
災
地
域
に
つ
い
て
も

被
災
自
治
体
に
対
す
る
支
援
等
を
確
実
に
行
え
る
よ
う

被
災
自
治
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
十
分
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

九
、
地
域
の
復
興
は
、
市
町
村
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
住
民
、
農
業
者
、
漁
業
者
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
多
様
な
主
体
が
協
働

し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
復
興
庁
、
復
興
局
及
び
支
所
は
、
被
災
地
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

、

、

、

、

す
る
と
と
も
に

現
地
に
お
い
て
国

地
方
公
共
団
体

民
間
事
業
者
そ
の
他
の
多
様
な
復
興
の
推
進
主
体
が
意
見
交
換
し

具
体
的
な
復
興
事
業
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
場
な
ど
を
柔
軟
に
構
成
す
る
な
ど
、
復
興
事
業
を
迅
速
か
つ
円
滑

に
推
進
で
き
る
十
分
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

十
、
被
災
自
治
体
が
行
う
復
興
計
画
の
策
定
・
実
行
へ
の
助
言
や
被
災
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
等
を
実
現

、

、

。

す
る
た
め

復
興
庁
及
び
復
興
局
の
職
員
に
は

各
府
省
の
制
度
や
復
興
施
策
に
詳
し
く
情
熱
あ
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と

ま
た
、
自
治
体
職
員
、
定
年
退
職
者
や
民
間
か
ら
の
人
材
も
活
用
す
る
こ
と
。

十
一
、
縦
割
り
を
排
除
し
、
復
興
局
を
中
心
に
迅
速
か
つ
円
滑
に
復
興
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
国
の
関
係
地

方
行
政
機
関
の
職
員
等
を
復
興
局
の
職
員
に
併
任
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
。



十
二
、
復
興
推
進
委
員
会
の
委
員
の
人
選
に
際
し
て
は
、
地
域
、
年
齢
、
性
別
な
ど
を
考
慮
し
、
多
様
な
意
見
を
反
映
で
き
る

よ
う
に
検
討
す
る
こ
と
。

十
三
、
復
興
の
前
提
と
な
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
、
除
染
及
び
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て
は
、
住
民
等
へ
の
情
報
提
供
を
的
確
に
行
う
と
と
も
に
、
専
門
家
の
知
見
及
び
モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
た
新
た
な
知
見

を
最
大
限
活
用
し
て
速
や
か
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
復
興
庁
は
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
て
必
要
な
調
整
及
び
事

業
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

十
四
、
復
興
庁
設
置
法
成
立
後
、
速
や
か
に
所
要
の
準
備
を
進
め
、
遅
く
と
も
平
成
二
十
四
年
三
月
十
一
日
ま
で
に
は
復
興
庁

を
発
足
さ
せ
る
こ
と
。

十
五
、
平
成
二
十
三
年
原
子
力
事
故
に
よ
る
被
害
に
係
る
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
等
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
権
利
を
擁

護
す
る
た
め
の
法
律
を
遅
滞
な
く
執
行
す
る
こ
と
。
特
に
、
東
京
電
力
株
式
会
社
に
よ
る
賠
償
の
遅
滞
又
は
不
足
に
対
し
て

は
、
国
の
仮
払
い
を
積
極
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
賠
償
の
対
象
か
ら
漏
れ
た
者
に
基
金
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

十
六
、
子
供
や
妊
婦
へ
の
詳
細
な
健
康
診
断
等
の
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
施
策
を
迅
速
に
推
進
す
る
こ
と
。

十
七
、
復
興
の
状
況
を
毎
年
国
会
に
報
告
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
趣
旨
に
鑑
み
、
復
興
の
状
況
を
国
民
に
周
知
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
重
要
課
題
で
あ
る
復
興
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


